
不審電話にご注意ください！！（２０１１．１０．２７） 

 

 

【事例１】 
先日、奈良市福祉医療課のヤマザキと名乗る男から 奈良市□□□ Ａ氏宅

に電話があり、「今年の 8 月に奥様に関する 2006 年～2010 年分の医療費控除額

（合計 39,800 円）について通知をしたが、大阪社会保険事務局に通知がそのま

ま戻っているので、事務局福祉医療課のフリーダイヤル 033－●●●－●●●●

に直接問い合わせてほしい。」と伝え、電話を切られた。 
 Ａ氏本人には身に覚えがなく、妻も過去に高額医療等かかったこともなかっ

たので不審に思い、確認のため 10 月 25 日午前 11 時頃、福祉医療課に電話をし

てきた。 
 確認したところ、福祉医療課にはヤマザキという職員は存在せず、Ａ氏に電

話した職員もいなかった。医療費控除に関して市民税課に確認したが、妻はそ

もそも非課税なので医療費控除について連絡することはないとのことだった。 
 確認事項をＡ氏に伝えたところ、市として今回の不審な電話について警察へ

の通報等どのような対応をするのか具体的に教えてほしいとのことだったので、

対応が決まり次第連絡すると伝えた。 
 被害には至らなかったものの、市から警察に情報提供し、その旨本人に伝え

た。 
 
 
【事例２】 
平成 23 年 10 月 25 日午前、奈良市役所の○○（名前不明）と名乗る者から 奈

良市△△△ Ｂ氏宅に電話があり、妻が電話に出た。 
内容は、「還付のお金があるが（保険料なのか医療費なのかは不明）、今日 25

日中に手続きしてもらわねば返金できない。 ついては、033－●●●－●●●

●に電話してほしい。」との旨。 
電話が切れた後、妻がその番号にかけると 
「社会保険事務局と名乗り、39,800 円お返しするお金がある、銀行の ATM

で手続きしてほしい。」と言われ、ゆうちょで ATM の操作をしてしまった。 
妻本人は、お金を振り込んだとの認識はなかったが、ご主人が帰宅され妻か

ら事情を聞き、不振に思い、改めて上記の番号に電話をしてみると、 
「ここはヤマモトと言う個人の家で、内容に心あたりはない。他にもよく似

た内容の電話がかかっていたが、その人にもそう答えた。」との返事だったとの

こと。 



少し前に高額療養費の振込口座の届けを提出したこともあり、それと何か関

係があるのか？それとは金額が違うようだが？ 
と思われ、確認の為に当課に電話をしてこられたもの。 
Ｂ氏に、実際振込みしてしまったのかどうか、利用明細をご確認いただいた

ところ、 
「名義 サエキ ノリアキ」 宛に「498,004 円（振込み手数料 525 円）」振

込みしてしまっているとのことだった。 
 
電話を受けた担当者は、すぐに警察に被害届を出すよう促し、本人も警察・

ゆうちょに届けを出すので、何か新しい情報等が得られれば連絡が欲しい旨伝

えられて電話を切られた。 
 

 

このような不審な電話があった場合は、お住まいの市町村の後期高齢者医療

担当部署や奈良県後期高齢者医療広域連合、最寄りの警察署へお問い合わせく

ださい。 

 

 

奈良県後期高齢者医療広域連合  電話番号０７４４－２９－８４３０ 


